
新荘女性の会会長
袴塚　禮子 様

新荘学区の常住人口	 世帯数 3,076
男 2,825　女 2,978　　合計 5,803

年齢別人口	 0	 〜 14 才	 535	（ 9.2%）	 15	〜 64 才	 3,273	（56.4%）
　【参考値】	 65	才以上	 1,995	（34.4%）

新荘地区歩く会、笠原水源歴史広場にて

11
月
21
日（
日
）、新
荘
地
区
歩
く

会
が
快
晴
の
も
と
、ス
ポ
レ
ク
部
計

画
に
よ
り
、
笠
原
水
道
を
訪
ね
逆

川
緑
地
方
面
に
お
い
て
実
施
さ
れ

ま
し
た
。

参
加
者
は
救
護
２
人
給
食
支
援

２
人
を
含
む
64
人
で
、
９
時
前
に
出

発
し
約
７
㎞
の
コ
ー
ス
を
約
２
時
間

（
休
憩
含
む
）掛
け
歩
き
ま
し
た
。
歩

数
は
約
１
万
歩
で
し
た
。

コ
ー
ス
は
、
新
荘
市
民
セ
ン
タ
ー

出
発
後
、
歴
史
館
前
、
偕
楽
園
東

口
前
を
通
っ
て
千
波
湖
黄
門
広
場
で

休
憩
。
湖
畔
南
側
中
央
か
ら
旧
消
防

学
校
跡
地
駐
車
場
横
の
湖
南
坂
を
上

り
、
文
化
セ
ン
タ
ー
裏
の
住
宅
街
を

通
り
抜
け
て
逆
川
緑
地
公
園
に
到
着

し
、
ふ
れ
あ
い
橋
前
広
場
で
休
憩
。

そ
の
後
は
、
笠
原
水
道
が
敷
か
れ
て

い
た
と
思
わ
れ
る
逆
川
東
側
の
約
１

㎞
の
自
然
道
を
歩
き
、
笠
原
水
源
歴

史
広
場
に
到
着
し
ま
し
た
。
こ
の
自

然
道
は
、
自
然
が
豊
富
で
所
々
木
道

が
敷
か
れ
、
途
中
笠
原
水
道
の
岩い

わ

ひ樋

の
遺
跡
な
ど
も
展
示
さ
れ
、
市
内
で

身
近
に
接
す
る
こ
と
の
で
き
る
歴
史

自
然
公
園
で
す
。

笠
原
水
源
到
着
後
は
、
歴
史
広
場

で
記
念
撮
影
と
浴
徳
泉
の
碑
な
ど
歴

史
観
察
の
後
、
昼
食
の
弁
当
を
受
領

し
自
由
解
散
と
な
り
ま
し
た
。

笠
原
水
道
の
歴
史
は
２
頁
参
照
。

３
月
２
日（
水
）、
ザ
・
ヒ
ロ
サ
ワ
・
シ

テ
ィ
会
館
小
ホ
ー
ル
に
お
い
て
水
戸
市
民

の
集
い
が
あ
り
、
新
荘
地
区
で
は
、
次
の

方
々
が
永
年
勤
続
町
内
会
長
･
自
治
会
長

ほ
う
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

◎
二
十
五
年
勤
続

　

湊　

弘
一
郎　
様
（
馬
口
労
町
三
丁
目
）

◎
二
十
年
勤
続

　

富
田　
　

實　
様
（
馬
口
労
町
五
丁
目
）

　

伊
藤　

和
雄　
様
（
新
荘
二
丁
目
12
）

◎
十
五
年
勤
続

　

鈴
木　

秀
則　
様
（
砂
久
保
町
四
区
）

　

橋
本　

久
雄　
様
（
砂
久
保
町
五
区
）

　

中
村
恵
美
子　
様
（
木
ノ
折
町
）

◎
十
年
勤
続

　

加
藤　

紀
彦　
様
（
サ
ー
パ
ス
末
広
町
）

　

安　
　

義
孝　
様
（
八
幡
町
松
一
）

　

加
藤　

浩
明　
（
新
荘
二
丁
目
13
）

令
和
三
年
度
水
戸
市
ほ
う
賞
受
賞
者

新
荘
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
開
設

新
荘
会
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設

し
ま
し
た
。
内
容
は
３
頁
に
掲
載
。

11
月
19
日（
金
）、
社
会
福
祉
法
人
中
央

共
同
募
金
会
は
共
同
募
金
（
赤
い
羽
根
募

金
）
運
動
に
尽
力
し
社
会
福
祉
の
増
進
に

貢
献
し
た
功
労
者
を
表
彰
し
ま
し
た
。

新
荘
女
性
の
会
は
、
多
年
に
わ
た
る
赤

い
羽
根
募
金
の
功
績
が
顕
著
で
あ
る
と
し

て
同
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

令
和
三
年
度
中
央
共
同
募
金
運
動
受
賞

新
荘
地
区
歩
く
会

秋
の
逆
川
緑
地
を
歩
く
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ね
て

し
た

が
を

笠
原
水
道

訪
ね
てし
た

敷
設

光
圀
公
が

を

（令和４年２月１日現在）（令和４年２月１日現在）



１
月
13
日（
木
）、
23
人
が
参
加
し
、

一
昨
年
４
月
水
戸
市
に
建
設
さ
れ
た
清

掃
工
場
「
え
こ
み
っ
と
」（
下
入
野
町
所

在
）
の
ほ
か
、
ひ
た
ち
な
か
市
の
遺
跡

を
研
修
し
ま
し
た
。

午
前
中
の
え
こ
み
っ
と
の
研
修
で

は
、
家
庭
か
ら
収
集
車
で
回
収
し
た
資

源
物
や
ご
み（
以
下
「
資
源
物
等
」）が

ど
の
よ
う
に
処
理
さ
れ
て
い
る
か
を
見

学
し
ま
し
た
。
本
研
修
で
は
、
生
活
か

ら
出
た
資
源
物
等
す
べ
て
が
最
終
的
に

リ
サ
イ
ク
ル（
再
利
用
）さ
て
れ
て
い
る

状
況
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
、
大
変

有
意
義
で
し
た
。

「
え
こ
み
っ
と
」
に
は
、
燃
え
る
ご

み
を
一
日
３
３
０
ト
ン
焼
却
処
理
す
る

焼
却
施
設
と
、
燃
え
な
い
ご
み
と
粗
大

ご
み
、
び
ん
・
缶
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
容

器
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、
白
色
ト
レ
ー
の

資
源
物
を
一
日
55
ト
ン
処
理
す
る
リ
サ

イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
が
あ
り
ま
す
。

え
こ
み
っ
と
に
到
着
し
た
収
集
車

は
、
計
量
後
、
資
源
物
等
の
種
類
に
応

じ
標
識
に
従
い
そ
れ
ぞ
れ
の
施
設
に

入
り
ま
す
。
ま
た
、
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン

タ
ー
の
中
に
は
一
般
市
民
が
搬
入
で

き
る
荷
下
ろ
し
場
所
も
あ
り
、
こ
れ
ら

は
、標
識
に
従
っ
て
入
出
場
し
ま
す
。

リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
で
は
、
収
集

車
は
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
に
入
る
と
、
種

類
別
の
受
入
貯
留
ヤ
ー
ド
に
搬
入
し
、

一
旦
そ
れ
ぞ
れ
貯
め
ら
た
後
、
種
類
に

応
じ
、
手
作
業
又
は
自
動
機
械
化
に
よ

○
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
で
の
処
理

水
戸
市
新
清
掃
工
場

「
え
こ
み
っ
と
」

エ
コ
・
リ
サ
イ
ク
ル
研
修
会

を
研
修
し
て

り
破
砕
、
選
別
、
保
管
の
処
理
を
行
い
ま

す
。
そ
の
結
果
、
鉄
、
ア
ル
ミ
、
色
別
瓶

な
ど
に
選
別
、
回
収
さ
れ
、
さ
ら
に
ス

チ
ー
ル
、
ア
ル
ミ
缶
は
プ
レ
ス
機
で
圧

縮
整
形
し
搬
出
。
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、
白
色

ト
レ
イ
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装

は
同
様
の
過
程
に
よ
り
圧
縮
整
形
し
搬

出
。
有
害
ご
み
は
、
一
定
量
を
貯
め
た
後

搬
出
。
こ
の
よ
う
に
す
べ
て
種
類
別
に

細
か
く
分
別
さ
れ
、
資
源
と
し
て
再
生

工
場
に
運
ば
れ
再
利
用
さ
れ
ま
す
。

一
方
、
燃
え
る
ご
み
も
再
利
用
さ
れ

ま
す
。

燃
え
る
ご
み
は
巨
大
な
ご
み
ピ
ッ

ト
に
貯
め
ら
れ
燃
え
や
す
い
状
態
に
さ

れ
後
、
燃
焼
効
率
の
よ
い
焼
却
炉
に
投

入
さ
れ
焼
却
し
ま
す
。
高
温
で
燃
焼
し

発
生
し
た
排
ガ
ス
は
、
ボ
イ
ラ
ー
か
ら

熱
を
回
収
し
て
蒸
気
か
ら
電
気
を
つ
く

り
利
用
。
こ
の
時
の
排
ガ
ス
は
ろ
過
さ

れ
き
れ
い
な
ガ
ス
の
状
態
で
外
部
に
放

出
。
最
後
に
出
た
灰
は
、
主
灰
ピ
ッ
ト

に
貯
留
後
、
主
灰
資
源
化
施
設
に
運
ば

れ
、
セ
メ
ン
ト
や
人
工
砂
と
し
て
再
利

用
さ
れ
ま
す
。

プラスチック製容器包装クレーン駆動の様子

○
焼
却
施
設
で
の
処
理

こ
れ
ら
は
す
べ
て
中
央
制
御
室
で

機
械
の
運
転
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
や
監
視

を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

午
後
は
、
大
洗
の
潮
騒
の
湯
で
昼
食

後
、
ひ
た
ち
な
か
市
埋
蔵
文
化
財
調
査

セ
ン
タ
ー
を
見
学
し
ま
し
た
。
同
セ
ン

タ
ー
で
は
、
市
内
の
地
中
に
埋
も
れ
て

い
る
古
代
の
生
活
跡
や
土
器
等
の
遺
物

の
調
査
・
研
究
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ

こ
で
は
、
１
４
０
０
年
前
の
前
方
後
円

笠
原
水
道
は
、
寛
文
２
年

（
１
６
６
２
年
）、
用
水
の
便
が
悪

か
っ
た
水
戸
の
町
の
飲
料
水
確
保
の

た
め
、
徳
川
光
圀
公
が
町
奉
行
の
望

月
恒
隆
に
設
置
を
命
じ
て
つ
く
り
ま

し
た
。
水
道
設
置
の
調
査
を
行
っ
た

数
学
者
の
平
賀
保
秀
に
よ
り
笠
原
が
水

源
と
し
て
選
ば
れ
、
永
田
勘
衛
門
に
よ

り
工
事
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

笠
原
水
道
の
敷
設
経
路
は
、
笠
原
水

源
地
か
ら
逆
川
に
沿
っ
て
千
波
湖
に
出

て
、
岸
に
沿
っ
て
吉
田
神
社
の
崖
下
を

通
り
、
備
前
堀
を
越
え
て
、
本
町
に
出

て
、
細
谷（
城
東
）ま
で
届
い
て
い
お

り
、
那
珂
川
の
放
流
口
ま
で
11
㎞
、
主

水
路
は
７
㎞
あ
り
ま

す
。（
地
図
参
照
）

布
設
物
は
、
笠
原
水

源
地
か
ら
逆
川
に
沿

い
藤
柄
町
ま
で
岩
樋

を
用
い
た
暗
渠
を
作

り
、
備
前
堀
を
銅
樋
で

渡
し
て
市
街
に
入
り
、

本
線
は
木
の
樋
、
支
線

は
木
ま
た
は
竹
樋
で

水
を
引
き
ま
し
た
。
岩

樋
は
千
波
湖
の
対
岸

の
備
前
町
や
神
崎
寺

の
崖
下
か
ら
切
り
出

し
て
船
で
運
び
ま
し

た
。
岩
を
切
り
出
し
た

跡
が
洞
穴
の
よ
う
に

な
っ
て
、
今
も
残
っ
て

い
ま
す
。
岩
樋
の
つ
な

ぎ
目
に
は
粘
土
を
使

い
、
水
路
は
地
中
に
通

す
な
ど
、
当
時
、
他
藩

で
は
見
ら
れ
な
か
っ

墳
の
虎
塚
古
墳（
国
指
定
）と
そ
の
石

室（
彩
色
壁
画
）の
レ
プ
リ
カ
の
ほ
か
、

１
２
０
０
年
以
上
前
に
壁
を
掘
り
込
ん

で
築
か
れ
た
横
穴
墓
群
の
十
五
郎
穴

（
県
指
定
）の
貴
重
な
史
跡
を
見
学
し
、

帰
路
に
つ
き
ま
し
た
。

な
お
、
え
こ
み
っ
と
工
場
見
学
は
、

随
時
、
無
料
で
申
し
込
み
を
受
け
付
け

て
お
り
ま
す
。
水
戸
環
境
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー（
℡029

－350

－4431

）

「
笠
原
水
道
の
歴
史
」

た
技
術
を
用
い
て
お
り
ま
す
。
ま

た
、
町
内
に
は
水
ダ
メ
を
作
り
、
旅

人
も
自
由
に
飲
め
る
よ
う
に
し
ま

し
た
。

こ
の
水
道
は
完
成
ま
で
に
１

年
半
、
工
費
５
５
４
両
、
人
夫

２
万
５
千
人
余
り
を
要
し
ま
し
た
。

こ
の
水
道
は
日
本
で
は
18
番
目
に

古
い
水
道
と
な
っ
て
い
ま
す
。

完
成
後
は
、
水
道
を
使
う
町
人
た

ち
が
お
金
を
出
し
合
っ
て
修
理
し

た
り
、
当
番
を
決
め
て
補
修
を
し
ま

し
た
。

１
８
０
２
年（
享
和
２
年
）に

は
大
規
模
な
修
理
が
行
わ
れ
、

１
８
２
６
年（
文
政
９
年
）に
は
「
浴

徳
泉
の
碑
」
が
笠
原
水
道
を
記
念
し

て
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
明
治
時
代
に

は
竜
頭
共
用
栓
が
水
戸
の
町
角
に

数
十
基
設
置
さ
れ
、
多
く
の
人
に
利

用
さ
れ
ま
し
た
。

２
０
１
６
年
時
点
、
水
源
地
で
あ

る
笠
原
水
源
に
は
竜
頭
共
用
栓
が

復
元
さ
れ
て
設
置
さ
れ
て
お
り
、
湧

水
に
塩
素
が
注
入
さ
れ
た
水
道
水

を
吐
水
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
こ

に
は
敷
設
当
時
の
岩
樋
の
復
元
模

型
が
設
置
さ
れ
、
水
道
が
通
っ
て
い

た
あ
た
り
は
現
在
逆
川
緑
地
公
園

に
な
っ
て
お
り
，
同
公
園
内
に
発
掘

調
査
で
出
土
し
た
岩
樋
が
展
示
さ

れ
て
お
り
ま
す
。

水戸駅

逆
川

桜川

城東

備前堀

弘道館

水戸京成
百貨店

那珂川R
3
4
9

偕楽園
千波湖

新荘市民センター

笠原水源

岩樋取水暗渠
歩く会コース

笠原水道経路

魂消橋水道橋

吉田神社下
取水終点
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横穴墓群の十五郎穴



１
月
25
日（
火
）午
後
、
一
時
間
半
に

わ
た
り
、
新
荘
市
民
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル

に
お
い
て
、
国
内
外
で
人
権
が
問
題
に

な
っ
て
い
る
昨
今
、
人
権
啓
発
の
講
演

会
が
40
人
の
参
加
者
を
得
て
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

講
師
は
、
元
山
町
在
住
の
水
戸
大
神

楽
宗
家
十
八
代
家
元
柳
貴
家
正
楽
師
匠

で
、
水
戸
市
の
人
権
啓
発
講
師
も
さ
れ

て
ま
す
。
講
演
で
は
「
笑
い
が
一
番
！
」

を
タ
イ
ト
ル
に
、
師
匠
の
歩
ん
で
き
た

人
生
と
水
戸
大
神
楽
の
歴
史
の
紹
介
、

最
後
に
曲
芸
の
実
演
を
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

表
題
の
「
笑
い
が
一
番
」
は
師
匠
が

20
年
近
く
前
出
演
し
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
人
気

番
組
で
あ
り
、
こ
の
時
実
演
し
た
水
戸

大
神
楽
が
人
権
教
育
に
最
適
で
あ
る
と

し
て
県
教
育
委
員
会
か
ら
指
定
さ
れ
た

こ
と
に
よ
り
ま
す
。

師
匠
は
幼
少
時
か
ら
水
戸
大
神
楽

の
厳
し
い
修
業
を
行
い
、
一
時
水
商
高

時
代
に
進
路
に
迷
う
時
も
あ
り
ま
し
た

が
恩
師
の
強
い
勧
め
も
あ
っ
て
乗
り
越

え
、
水
戸
大
神
楽
の
道
に
邁
進
し
芸
能

一
筋
に
歩
ん
で
き
ま
し
た
。
第
18
代
正

楽
継
承
襲
名
後
は
、
国
内
外
の
数
多
く

の
水
戸
大
神
楽
の
公
演
、
出
演
等
を
精

力
的
に
行
い
、
こ
の
間
、
文
化
庁
芸
術

祭
賞
等
数
多
く
の
輝
か
し
い
受
賞
を
し

ま
し
た
。

水
戸
大
神
楽
の
歴
史
で
は
、
伝
来
の

古
文
書
や
版
画
、
獅
子
頭
、
そ
し
て
先

代
か
ら
継
承
者
ま
で
の
活
動
状
況
を
紹

介
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

曲
芸
で
は
、
数
多
く
の
実
技
実
演
を

し
て
い
た
だ
き
終
始
、
笑
い
と
歓
声
と

拍
手
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

最
後
は
、
平
和
を
祈
念
し
手
締
め
で

終
了
し
ま
し
た
。

12
月
24
日
午
前
、
新
荘
市
民
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
子
育
て
広
場
の
ク
リ
ス

マ
ス
会
が
、
親
子
９
組
20
人
が
参
加
し

実
施
さ
れ
ま
し
た
。

子
育
て
広
場
は
毎
月
第
４
金
曜
午

前
、
新
荘
市
民
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル
で
、

未
就
学
児
と
保
護
者
を
対
象
に
、
市
子

ど
も
課
の
依
頼
に
よ
り
新
荘
女
性
の
会

が
見
守
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
な
っ
て
活

動
し
て
い
る
支
援
事
業
で
す
。

今
回
の
ク
リ
ス
マ
ス
会
で
は
、
前
日

か
ら
飾
り
付
け
の
準
備
、
お
も
ち
ゃ
の

消
毒
等
を
入
念
に
行
い
参
加
者
を
迎
え

ま
し
た
。
当
日
は
ピ
ア
ノ
演
奏
に
よ
る

ク
リ
ス
マ
ス
ソ
ン
グ
合
唱
、
紙
芝
居
朗

読
を
行
い
、
最
後
は
所
長
演
じ
る
サ
ン

タ
ク
ロ
ー
ス
に
よ
る
プ
レ
ゼ
ン
ト
配
布

で
子
供
は
大
興
奮
、
保
護
者
の
拍
手
で

沸
き
ま
し
た
。

今
回
の
ク
リ
ス
マ
ス
会
は
試
行
錯

誤
に
よ
る
初
め
て
の
試
み
で
し
た
が
、

大
変
好
評
で
皆
さ
ん
に
喜
ん
で
頂
く
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。（
新
荘
女
性
の
会
）

新
荘
会
は
こ
の
度
、
町
内
会
及

び
関
係
団
体
へ
の
タ
イ
ム
リ
ー
な

情
報
提
供
に
努
め
る
た
め
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ（
新
荘
会
Ｈ
Ｐ
）を
開
設
し

ま
し
た
。

こ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
日
頃

回
覧
等
に
接
す
る
こ
と
が
難
し
い

各
世
代
の
方
々
が
、
普
及
の
進
ん
で

い
る
ス
マ
ー
ト
ホ
ン
や
パ
ソ
コ
ン

で
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
迅
速
か
つ

容
易
に
回
覧
等
の
内
容
を
確
認
で

き
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
是
非
、
ご

活
用
下
さ
い
。

１
．
検
索
先
（
新
荘
会
Ｈ
Ｐ
）

名
称
：「
水
戸
市
新
荘
地
区
地
区
会

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
新
荘
会
」

U
R
L

：「http://sinsokai.
la.coocan.jp

」

※
検
索
・
登
録
方
法

○
パ
ソ
コ
ン
の
場
合

パ
ソ
コ
ン
で
の
検
索
は
、URL

及
び

名
称
の
い
ず
れ
か
又
は
組
み
合
わ
せ
で

グ
ー
グ
ル
検
索
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
こ
の
Ｈ
Ｐ
は「
水
戸
市
住
み

よ
い
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会
こ
み
っ

と
広
場
」に
掲
載
の
地
区
会
一
覧
の「
住

み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
新
荘
会
」リ
ン
ク

先
か
ら
検
索
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

○
ス
マ
ー
ト
ホ
ン
の
場
合

ス
マ
ー
ト
ホ
ン
で
は
、
前
記
の
ほ
か

次
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
で
容
易
に
検
索
で
き

ま
す
。

新荘会ＨＰ
QRコード

２
．
掲
載
内
容

○
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ（
お
知
ら
せ
等
一
覧
）

ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
に
は
今
年
度
の

各
お
知
ら
せ
・
そ
の
他
行
事
予
定
等

の
一
覧
を
表
示
し
、
各
ペ
ー
ジ
に
は

過
去
の
年
度
を
含
む
お
知
ら
せ
・
そ

の
他
の
情
報
を
表
示
し
ま
し
た
。

全
ペ
ー
ジ
を
通
じ
新
し
い
情
報

に
は
、「
新
着
」（
赤
字
）
の
印
を
表
示

し
ま
し
た
。

○
お
知
ら
せ（
新
荘
会
）

〇
新
荘
会
に
つ
い
て

〇
会
長
挨
拶

〇
お
知
ら
せ（
そ
の
他
の
行
事
）〈
新

荘
地
区
又
は
関
係
団
体
に
よ
る

開
催
〉

〇
業
務
案
内
及
び
お
知
ら
せ（
新
荘

市
民
セ
ン
タ
ー
）

〇
今
年
度
の
行
事
予
定（
新
荘
会
）

〇
各
種
計
画
等
、
広
報
誌「
と
き
め

き
新
荘
」バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー

〇
フ
ォ
ト
ア
ル
バ
ム（
開
催
し
た
行

事
の
写
真
集
）

ク
リ
ス
マ
ス
会
が
開
催

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
新
荘
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（
新
荘
会
Ｈ
Ｐ
）

を
開
設
し
ま
し
た
‼

新
荘
地
区
人
権
啓
発
講
演
会

演
題
「

笑
い
が
一
番
」

講
師
：
柳や

な

ぎ

や

貴
家
正し

ょ
う
ら
く楽

師
匠

子
育
て
広
場
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柳貴家正楽師匠の講話と演技実演

人権啓発講演会参加者の皆さんと共に

子育て広場クリスマス会の様子

見守りボランティアの皆さん



が
、
城
の
西
の
出
入
口
に
あ
る
こ
と
か
ら

町
方
に
編
入
さ
れ
ま
し
た
。

江
戸
時
代
初
期
、
こ
の
町
は
谷
中
、
袴

塚
を
経
て
栃
木
県
茂
木
に
通
じ
る
街
道

と
し
て
開
け
、
商
人
街
と
な
り
ま
し
た
。

特
に
物
資
の
集
積
場
と
し
て
、
問
屋
、
運

送
業
者
や
商
店
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

明
治
維
新
前
に
は
、
多
く
の
大
商
店
が

こ
の
町
に
立
ち
並
び
城
下
一
の
問
屋
町

と
し
て
栄
え
、
明
治
初
期
に
は
23
軒
の
大

商
店
が
あ
り
ま
し
た
。
特
に
上
町
の
町
年

寄
で
こ
の
馬
口
労
町
に
住
ん
で
い
た
呉

服
商
大
高
織
右
衛
門
は
米
穀
の
需
給
な

ど
の
経
済
面
で
活
躍
し
た
豪
商
で
し
た
。

明
治
42
年
現
在
の
茨
城
大
学
周
辺
に

歩
兵
第
２
連
隊
と
工
兵
14
大
隊
が
移
駐

し
て
か
ら
、
人
の
出
入
り
に
加
え
て
沢
山

の
物
資
の
需
要
が
発
生
し
、
巨
大
な
消
費

地
と
な
り
、
多
く
の
業
種
の
商
店
が
軒
を

連
ね
ま
し
た
。

（
２
）
谷
中

谷
中
は
、
地
形
が
谷
間
で
あ
っ
た
た
め

に
付
け
ら
れ
た
常
葉
村
の
小
字
名
で
す
。

享
保（
１
７
０
０
年
代
前
期
）の
頃
に
、

人
家
が
50
戸
を
越
え
、
商
家
も
見
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
、
城
下
町
の
馬
口
労
町
と
町

続
き
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
水
戸
市

に
は
明
治
22
年
編
入
さ
れ
ま
し
た
。

新
荘
散
策

明
治
末
に
軍
隊
の
兵
営
舎
が
出
来

て
か
ら
、
谷
中
は
急
速
に
商
店
街
を
形

成
し
ま
し
た
。
兵
営
に
近
い
谷
中
は
兵

員
の
娯
楽
を
兼
ね
、料
理
店
・
芸
妓
屋
・

待
合
が
誕
生
し
ま
し
た
。
こ
の
誕
生
に

よ
り
谷
中
は
水
戸
の
浅
草
と
言
わ
れ

る
ほ
ど
栄
え
ま
し
た
。

２
．
交
通
機
関

谷
中
地
区
で
は
そ
の
繁
栄
と
と
も

に
周
辺
の
道
路
と
鉄
道
が
発
展
し
ま

し
た
。

道
路
で
は
、
現
在
の
１
１
８
号
線
と

１
２
３
号
線
や
50
号
線
以
前
に
で
き

た
幹
線
道
路
で
は
、
谷
中
か
ら
那
珂
川

に
下
る
道
で「
谷
中
新
道
」（
旧
１
１
８

号
線
）と
呼
ば
れ
、
坂
の
途
中
に
は
馬

の
蹄
鉄
屋
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
地

元
有
志
の
中
心
と
な
っ
て
水
高
道
路

（
水
高
と
上
水
戸
閒
）や
八
間
道
路（
50

号
線
の
前
身
）な
ど
も
で
き
ま
し
た
。

鉄
道
で
は
、
谷
中
地
区
の
近
く
に

上
水
戸
駅（
現
在
コ
ス
モ
ス
店
）が
あ

り
、
赤
塚
か
ら
御
前
山
へ
至
る
茨
城
鉄

道
や
、
磯
浜
へ
の
水
浜
電
車
の
発
着
場

と
し
て
賑
わ
い
ま
し
た
。
特
に
水
浜
電

車
は
谷
中
、
袴
塚
ま
で
開
通
し
、
軍
隊

へ
の
ア
ク
セ
ス
、
通
勤
通
学
、
二
十
三

夜
尊
参
拝
、
大
洗
海
水
浴
等
の
客
足
と

し
て
活
躍
し
、
縁
日
な
ど
は
乗
り
切
れ

な
い
乗
客
が
電
車
の
外
側
に
あ
ふ
れ

る
ほ
ど
で
し
た
。

３
．
現
在

現
在
、
馬
口
労
町
は
、
多
く
の
問
屋

が
商
店
街
を
形
成
し
今
日
に
至
っ
て

ま
す
が
、
昭
和
20
年
の
戦
災
で
焼
け
な

か
っ
た
の
で
、
ほ
か
の
商
店
街
と
比
べ

る
と
古
い
家
屋
が
残
っ
て
お
り
ま
す
。

明
治
末
頃
に
大
高
家
が
磯
浜
か
ら
勧

請
し
た
神
力
稲
荷
神
社
な
ど
も
残
っ

て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
谷
中
は
道
路
拡

張
と
共
に
新
し
い
商
店
街
に
生
ま
れ

変
わ
り
ま
し
た
。

旧
町
名
の
谷
中
地
区（
馬ば

口く

労ろ
う

町ち
ょ
う

と

谷や

中な
か

）に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

現
在
の
末
広
町
は
昭
和
42
年
ま
で
、

馬
口
労
町（
末
広
町
１
・２
丁
目
）及
び

谷
中（
末
広
町
３
丁
目
）か
ら
な
る
谷
中

地
区
と
呼
ば
れ
ま
し
た
。（
地
図
参
照
）

１
．
商
店
街
と
商
人
街

こ
の
谷
中
地
区
は
戦
前
ま
で
商
店

の
あ
る
町
、
商
人
の
住
む
町
と
し
て
繁

栄
し
ま
し
た
。

（
１
）
馬
口
労
町

馬
口
労
町
は
、
幕
政
時
代
、
馬
市
が

立
ち
馬
の
仲
買
を
生
業
と
す
る
馬
喰

が
多
く
居
住
し
て
い
た
た
め
そ
の
名

が
付
け
ら
れ
、
当
初
は
馬
喰
町
と
書
か

れ
ま
し
た
。
元
は
常と

き

葉わ

村む
ら

の
地
で
し
た

川
又
健
志
・
塩
井
雅
子
・
岩
淵
延
子

編
集
部
委
員

10
月
７
日（
木
）、
県
警
察
本
部
長
及
び
同
県

防
犯
協
会
は
令
和
３
年
度
地
域
安
全
活
動
功
労

者
を
表
彰
し
ま
し
た
。

青
色
パ
ト
ロ
ー
ル
栄
町
連
合
自
警
団
は
、
地

域
安
全
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
と
し
て
多
年
に
渡

り
安
全
で
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
に
貢
献
し
た
功

績
が
顕
著
で
あ
る
と
し
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

青色パトロール栄町連合自警団
田口　允彦、松枝　誠一
大戸　富雄、川又　健志

水
戸
市
女
性
防
火
ク
ラ
ブ
は
現
在
31

地
区
で
結
成
さ
れ
、
２
月
６
日（
日
）、
連

合
創
立
30
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
そ
の
中

で
新
荘
地
区
女
性
防
火
ク
ラ
ブ
は
地
域
の

方
々
と
共
に
安
全
安
心
を
願
い
見
守
っ
て

ま
い
り
ま
し
た
。
幸
い
に
も
新
荘
地
区
は

こ
れ
ま
で
災
害
も
少
な
く
過
ご
す
こ
と
が

で
き
ま
し
た
が
、
こ
れ
も
日
頃
の
近
隣
の

親
睦
が
あ
っ
て
の
こ
と
と
思
い
ま
す
。

本
年
は
１
月
９
日（
日
）、
水
戸
市
恒

例
の
千
波
公
園
で
の
出
初
式
に
参
加
で

き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
、
皆
様
と
共
に

歩
ん
で
行
き
ま
す
の
で
宜
し
く
お
願
い

し
ま
す
。（
新
荘
地
区
女
性
防
火
ク
ラ
ブ
）

令
和
３
年
度
の
新
荘
地
区
敬
老
会
は
、

県
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
緊

急
事
態
宣
言
を
受
け
て
、９
月
末
ま
で
市

有
施
設
等
の
利
用
が
制
限
さ
れ
、
式
典
は

中
止
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
た
め
、
昨
年
同
様
に
記
念
品
配

布
の
み
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
、
期
日
は

10
月
８
・９
日
の
２
日
間
に
延
期
し
、
新

荘
市
民
セ
ン
タ
ー
ロ
ビ
ー
に
て
新
荘
女

性
の
会
、
社
会
福
祉
協
議
会
新
荘
支
部
の

支
援
に
よ
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

対
象
者
へ
の
記
念
品
配
布
は
、
敬
老

会
招
待
者
１
１
４
４
人
中
、
出
席
者
又
は

代
理
出
席
者
計
９
９
３
人
で
、９
割
近
く

の
高
い
出
席
率
で
し
た
。

地
域
安
全
活
動
受
賞
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谷や

な

か中
地
区

旧
町
名
シ
リ
ー
ズ
（
１
）

水戸市女性防火クラブ

連合創立30周年

令和３年度

新荘地区敬老会

上水戸駅

谷中地区 青字：旧町名
現在の末広町

国道118号線

保和苑

末広町１丁目

末広町２丁目
末広町３丁目

松本町

西原町

谷中

馬口労町

八幡町

梅小路桃小路

柳小路

光台寺

祗園寺
八幡宮

谷中地区

馬口労町二十三夜尊祭礼

新荘地区女性防火クラブ

敬老会記念品配布の様子

令
和
３
年
度


